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「開かずの踏切」とされる南武線向河原駅前踏切（川崎市中原区）
JR東日本横浜支社は、朝の通勤通学時間帯に最大44分の遮断が起きている南武線向河原駅前踏切（川崎市中原区）に、12月にも列車の種別を判断して遮断時間を減らす制御装置「賢い踏切」を導入する。数分程度の短縮効果を見込んでいる。

国土交通省は「1時間あたり40分以上遮断している踏切」について「開かずの踏切」と定義しており、向河原駅前踏切もその一つだ。

同駅前踏切では過去に遮断機が下りた後に横断しようとした人がはねられる事故が発生。近くにある小学校の児童の通学路にもなっており、地域住民から改善を求める声が上がっていた。

同駅前踏切では現在、停車列車と通過列車は同じタイミングで警報が作動している。通過列車に比べて停車列車は減速や停車に時間がかかる分、踏切の遮断時間が長くなる。賢い踏切は列車を判別して停車列車の警報開始点を遅らせることで遮断時間を短縮する。

開かずの踏切対策としては、自治体による高架橋や地下道などの立体交差化が効果的だが、費用と工期がかかる。さらに駅や周辺の状況から立体交差化が難しい踏切も少なくない。これまでJR東日本横浜支社は遮断時間の長い南武線平間駅前踏切（川崎市中原区）などにも賢い踏切を導入しており、今後も構造上駅に近い踏切での導入を検討している。




